
青森県内主要都市の中心弱府街の形成と特質

横山 弘

〈序〉

中心弱庖街はその都市を代表するもので、その都市の顔であると去われる。したが

って、その都市の成立や性格によって中心商庖禽の様組合異にする由民主内主要都市3

心高官街の形成されるにいたった議程とその特質についてのベる。

〈中む高街の形成過程〉

1 6 2 4年(寛治く充〉津軽藩の外糖として関かれ、港町として発展

してきた。護鳥時代には中心部は港湾臨接地区にあり、現在の本町付近で為った。港町形成

時代には地図から蕗入を募集し、種々の恩恵を与えたので、日本海に聞したj控室方面から多

くの商人が移住した。業種は器産物問屋をはじめ、酒屋、呉態巌、米屋など数種民議られて

いた。明治になって海上交通も親船時代から蒸気軽の時代にかわり、経離も大型化し、また

189 1年〈明治24)東北本線の開通によって北j毎遊接航者および貨物輸送が増加した。

したがって、中心部の立地条件がかわり、家主三中心とした交通幾能が活発となり、

湾地i玄から駅前通りに蕗1;5の移動が行われるよう託なった。それと共に本町にあ

関も駅前通りに支屈を聞くようになった。中心部の移動をおこしたもう

、それを核として県会議事堂、響察本部、地方裁判所、東奥日報

等が集積したたぬ中心部が闘方に移動したと明、われる。 1号21年(大正 10)新町通り

に地元の呉鰻自が最初のデノぞ…ト松木屋を開忠し、中心商!古構として性格をつよめた合その

後、第2次大戦中戦災にあい都心部が完全に崎失したが、その後の穫輿は駅前通りを中心に

進められた。戦後の商業活動は駅前の輯市場、露庖高の開設からを台まり、それが言語庖街とし

て複興するようιなったG 商人も願容も鉄道を利用して、円七、上北、秋田方面から集室り

駅前が大いに蝶わった。その中から駅前、古川の鮮魚市場ができ、霊安識が吸収して徐々に

禽路を整織して密告街となったのである。

新町は戦後とくに中心商広街に整寵され、柳町との角ζは松木監デパートが19 5 1年

(昭和26)に鉄筋コンクリート 3階建で営業を開始し、さらに「かね長jデパートが進出

するなどして整備された。その後、経済高度成長時代を迎えて、中心議諾街も専門高化、大

翠化が進められ、 19 7 3 

年三!デパート

〈昭和48)にぽ地区に「みなみJデパートカ潤佑.し、翌

るなど大型小売出の出現が著しくなった。 1合77年〈昭和

5 2)には市街地内の交通選雑をざけて、南の郊外にサンロード青森としてジャスコ青議官



を核とする大型脂が建設された。このように青森市の中心鞘自衛の形成過程を見ると、港町

時代に立準湾隣接地区に中心藷宿衛があり、その後鉄道の開通

され、駅が交通の中心Kなると駅前通りの新町に中心髄活告が移動し、かつての港湾隣接地

区は衰退してしまった。この移動の要国法青森高の交通機能の変生であると云えるヮ
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八戸市の場合:八戸は 16 2 9年(寛永6)南部氏の域下町として町害IJりがなされ、域の

周囲には士族屋敷合配置し、識人町は追手門通りと車交してつくられた。高山街は市誌にち

なんで三日町、十主呂町、二十三日町、八日町、十八呂町、ニ十八日町などと名づけられた。

2万石の八戸は商人の数も少なく、木綿のお手商人が数軒tこすぎなかった。その後五戸、

一戸、盛岡および関東方掛からも縄入が入札次第に寵忠街が形成された。明治tこなると、

187 9年(明治 12 )に最初の銀行として国立百五寸銀行、 188 2年(明治 15)には

商人資本による搭上銀行などが説立され、これらの金融機関の形成と共記八戸の商業も資本

に突入していった。 18 9 1年〈現治 24 )東北本畿が開通したが、地語住民は鉄

道を忌、避したため市街地は鉄道から離れ、一僻経済活動も停滞した。 18 9 4年〈明治 27 ) 

八戸線の開通によって経済的発肢の軌道広のることができた。しかし、駅は段差下の沖積地

にあり、設丘上の市街地と拭援道で連絡されるため、背一議のようえま豪語調自街を形投ずるだ

けの影響力はなかった。大正末期から昭務取期t功、けて議載の動力化、大型化庁漣み細業が
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急進展し、それによって漁港と

昌し、商高密も活気を呈したり 19 2 6 

ちに1937年明召和12) 

後になって 19 5 1年(昭和26)十三日

長ちも出資して丸美屋ヂノ4ートが開倍した。

によ勺て開!苫される倒的:多いが、八回の例

出来たものである。 1964年(昭和39)

った。

活発化した。それてよって人口も増加し、務諾務も

になると、漁港の求揚高の好況などか

来港ずる船員が橡として飲食問繋

メント八戸工場が立地し、さ

くられた。戦

なり、地支新開社

デパート江地ラ乙巽報告などの資本

して

臨務地域の工業誘致が

昭和40年代

1 9 6 8年(昭

和 43)丸光デパート、縁F患の大聖惑が揖告した。さらに 1970 

コ 8ærv~号屈し、交叉点をはさんでえ光、緑康 M ー

(日間自45) 

チイスーパー告が六百町に関宮し、 1980年事召和55)に:士十三日町にイト…ヨーカ常

が関!苦し大翠詰需の競争もいよいよ嶺しさをましてきた。以上のよろ

密は誠一子需時代の市場に記湾をもつものの上に集積して形戒され、

ろけず、最初の位置を諮襲しているところに特色がある。

第2関 八戸市の中心商問街
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arと 壊を中心として市街地が形成された。追手前にある本町;土藩御用

まり

下
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潜窪などから構成されていた。明治tこなって 1887年(明治 20)瞬までは商業の中心が

本時で島り、弘前第一の豪高金木屋が告を構え、第 59銀行本庖や瀧新銀行本師、

出張!おなどもここに屈を構えていた。しかし、 1 8 9 4年〈明、治 27 )弘前・青森間の鉄道

開通によって高内の交通事情が変化し、また1897年(明治30)第8師団が市鶴地車部

されるなどして、高業の中心が次第に寵東に移動して下:土手a町に移った。議f占の移動

とともに金融業も移転し、大正時代ι入ると本町は全く衰徴してしまったむそれにかわって

土手町が蕗癌街として盛んtこなった。 19 2 3年(大正 12)には土手町民本市で最初のデ

之…トが地元民服屈によって「かくはjデパートとして関広された告

戦後、昭和30年代後半に大聖づ涜広が進出し始め、 19 6 2年(昭和37)に丸三ピノヘ

ヤマダイピノしが士手町に開広した。 19 6 8年(昭和43)広は「中三jデパ…トがこ上

手町に、さらに19 7 1 (昭和46)ζは「かね長Jデパートが隣接して関誌した争地元資

本以外の大型小売!告が進出してきたのはこの頃からである g さらに碍年粧屋商事(スーパ…)

克幸あかいし依料専門)が土手町に関諾した。また駅前通りにも 19 6 9年明静日44)

ι丸三ショッピングセンターが関西し、駅前商J日廷の核となった。 19 7 6年く昭和51 ) 

には趨大型寸亮告のイトーヨーカ堂が弘南パスのターミナルと結合して開高したので、郊外

からの客を大量に吸収するようになった。さら拡二七手町にも、 fかくはjデパートの蘇捕に

第 3図弘前市の中心商!直結
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ノイロ…ザの詰舗が新築され、大型d明広の欄密化を増している。以上のように弘前市の中

心掛!苫請は、域下町時代には城の近くに立地していたが、その後の駅の開設や諮問の設置に

よって甫語地の拡大が行われたのに対して、それに追随するように東商方向に移動し、

町商広街が形成され、さらに駅前地区拡もイトーヨーカ堂を核として酪1;5街が形成され、現

在進行中の駅ピルとも合士対て2つの商詰告が分化しようとしている。(第3

(中心蕗癌街の業種構成〉

八戸、弘蔀3市の中，8噌1;5街の業種構成を晃ると、青森市の場合は駅前からのびる

新町通りとそれに車交するお)11通りが中心街!苫街であり、百実!苫は新町通りに3倍、古川通

りに1J苫立地して、文字通り高業機能の中枢が集中している。識物、衣服、身四品告は新i町

通り民 18.8弟、古川通りに 1る.59与の構成率を示しているが、この業譲は中心商広密の講

戒に主要な部分舎なすもので、この中で婦人子供服庖が高"¥.t持を示してし、る。飲食料品!苫

は新町通り 5呪H語、古JII通り 46.69ちと高い構成率であるが、この 2つの商!苫街は駅に近

く、駅寄りの場所に魚菜市場があるため、とくに鮮;急告と野菜果実!苫が大きなウニ広イトを占

めてし、る。飲食料品自の中で、各種食料品告や食肉!古が少ないのは、百貨症やスーパーマーケ

ットでも援っており、専門高として独立しているものが少ないためである。飲食活法新可通

りが23.5%、吉)11通りが 1全9%で構成率は歓食料品自に次いで、多い9

自動車小売販売屈は新町通りに21吉あるが、これは中心藷!吉街ι適応、する業種ではないが、

駅前に泣いとL寸特殊性から来ているものである岱自転最j、受癒売賠は古川通りtこ51主ある。

-建具.tt器出は新町通りに4.8%、古川通りに4.5部で、その中では家躍用機器皆、

金物荒物f占が比較的高い比率を示している。その他の小売業では、医薬品化粧品百が新町通

りに1.89語、古川通りに 2.39ちの構成率となっている。それに次いて鵠籍文房具症が1.0務、

1.4郊の構或率となっている 3 青森市の中心商活指における業種構成の特設は飲食料品志の

、ことである g これは駅に近いことと、戦後の復興が駅前のヤミ市から始まれそ

れが商産告に発映してきたことなどが理由としてあげられる。

八戸市の場合を見ると、中心荷1;5簡は三日町、十三日町とそれに平行して走る六段町の2

つであるが、最近拭イトーョーカ堂などの大型広溜出によって、連続した巨i遊型の商匝簡に

なりつつあるo 昭和54年の統計では百貨告数が主日町・十三註町に21吉、六日有に lr;5京

地してしる e織物・衣服・身閲品!加工三日町・十三呂町に 18.3ヲ語、六日町に21. 7 

或率を示してL、る。これは背轟市の中心瑚苫街にほぼ似た構成率である。次に童文食料品屈は

三日田7・十三日町に12.29語、六日町広13.9懇の構成率を示し、背森市と比べて{まし、。八

戸市の場合には魚菜市場が白銀地区比あり、中心高広街では百貨!苫やスーパーで扱っており、

S 
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鮮魚住や野菜果実宮、乾物屈などが少ないのである。それ民対して欽食告は 2つの掛f;S街と

も42%をこえており、 3市の中では最も高い集積率を治してしゐ。家具、建具、什器誌は

自町、十三日町がる.9港、六日町4.3務で、 している。その

日町 e 十三日町で 10.7ちと 3rちの中でlま最も高L、。八戸市

の中心高!苫脅さにおける業種構成の特徴よ飲食料品の講成本が抵いことん

いことである。

弘前市の場合は中心高高街が土手町と駅前通りの 2

が3信、駅前通りに 2思立地している。識物・衣撮・

の構成率で、中心商J;S街の現格を示しているョそれに対 L

、
、3''t 

く22.4%

り;まやや低く 12.8おの

となっている。飲食料品活は土手町が2呪1%、駅前通りが33.5影の構在比率を;示し

りに飲食料品!古の集中が見られるのは青森市の場合

ンr;sが多いのに対して、駅前通り;工野菜果実慌が多い C 飲食誌は土手町が、

1 8.8;;ぢに対して、駅前通りが 30.8~ちと高L 、。家具・建具・什器誌は土手町が 8.1 ~ちで、

3市の中で最も高く、とくに家賠用機器活が多いのが特生であるq その他の小売目

町が2O. 1影て最も高く、駅前通りは 1る.2彰でやや低率となってしる合

掲の特色は土手町が織物・衣報・身四品自の構成率が高いことと、家具・ -什器富。そ

の他小売告の構成率が高いことである。(第 1

(結語〉

-八戸・弘前3市の中心頭居簡の成立を見ると、藩務時代には港開子、域下町の都市構

それぞれの都市機能に応じた記置がなされた。しかし、明治以艶の社

化とともに中心商高備も移動をおこし、青蒜、弘前は駅前の方向に移動し〆たっしかし、八戸

は駅前の立地条件が中心商桔舗を移動させる力となり得なかったため、旧来の配置を継殺し

ている。その詰舗構成は中心街百賓の位捷ζ ょ

の高居簡と比較して、飲食料品目や飲食自

が見られるo

駅前に近い高居鰐;土中心部

く、衣服・身fpJ品官の比率が低い額向
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